














Niagara falls
Lab から車で30分程度でたどり着けます



私は 2020 年１月よりアメリカ、ニューヨーク州マンハッタンにある Icahn School of 

Medicine at Mount Sinai（マウントサイナイ医科大学）にて研究を行っています。マン

ハッタンにはグランドセントラル駅やタイムズスクエアなどテレビドラマや映画でよく目に

するニューヨークの中心街があり、人と活気に溢れた都市です。マウントサイナイ大学はマ

ンハッタンの中心街から電車で 20 分ほどのセントラルパークに面した閑静な住宅街に位置

します。そのため少し足を伸ばすだけで、都心とは思えない豊かな自然にも触れることがで

きます。危険な区域も存在しますが基本的に治安は良く、地下鉄は 24 時間運行しているた

め車が必要なく、日本にいた時と同じ感覚で時間を気にせず仕事に集中できる環境だと思い

ます。その分、物価や家賃が大変高いことと、寒波が来ると− 20℃にもなる冬の寒さだけ

は一年経ってもなかなか慣れません。

私が所属する tenOever 研究室ではインフルエンザウイルスをはじめとする様々なウイル

スを用い、ウイルス感染時の宿主の免疫応答の詳細とその進化についての基礎研究と、様々

なウイルスを導入して用いたワクチン開発などの応用的な研究の両方を行なっています。当

研究室は、教授、ポスドク４名、大学院生３名、技術院１名の計９名の比較的少人数で構成

されています。研究室メンバーはとても仲が良く、研究のディスカッションやコミュニケー

ションを取る機会がとても多くあります。週に一度ある研究室内での研究発表では、ベーグ

ルとクリームチーズを食べコーヒを飲みながら思ったことをどんどん発言し、金曜日のハッ

ピーアワーではまだ明るいうちからお酒を飲みながら様々なことを議論するというこの環境

は、私がイメージしていたアメリカでの研究生活そのものであり、アメリカをとても満喫し

ているなと日々実感します。また、よくアメリカの研究室は皆あまり働かないと聞きますが、

私がいる施設ではそんなことはなく、良い仕事を早くこなす人はやはりしっかり働いている

というのが私の印象です。その分、仕事が落ち着いたら長期で休みを取るという傾向がある

と思います。アメリカの研究室で研究をする中で一番驚いたことは、研究室間のコラボレー

ションが盛んなことです。他の研究室とのミーティングが週に２回あり、他の研究室の人達

がどのような研究を行っているのか、どのような技術や機材を持っているのかを詳細に知る

ことができ、研究室の垣根を超え実験の相談や機材の貸し借りが容易にできることが良い研

究を早いペースで行うことを可能にしているように思います。

英語についてですが、当研究室には私以外アジア人はおらず他のメンバーは皆英語が話せ
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るので、はじめは言いたいことのニュアンスすら伝わないこともあり苦労しました。これま

で所属していた日本の研究室にも外国の人は何人もいたのですが、彼らは日本人の性格のよ

うなものを理解しどこかでニュアンスを汲み取ってくれていたのだと気づきました。ですが、

数多くあるミーティングのおかげで少しずつですが英語にも慣れていき、研究室のメンバー

のみならず周りにいる人々は皆優しいこともあり良好な関係を築けています。研究室の一人

が、「ニューヨークは多様性に誇りを持っているから英語が上手く話せない人に冷たくする

人はニューヨークで働く資格がない」と言っており、アメリカの中でもそういった点に寛容

な環境なのかもしれません。根気強くコミュニケーションを取り続けることが英語の上達に

も関係性の構築にも大切だと思います。

最後になりましたが、このような貴重な留学経験をご支援頂きました上原記念生命科学財

団の皆様に心より感謝申し上げます。


